
（1） 平成２０年７月１日号　№９ （4）

平常時の年間運営例
①組織づくり　②顔合わせ・学習
会⇒マニュアルづくり
③訓練準備　④訓練実施
⑤訓練の反省　⑥引継ぎ

　
現
在
は
機
械
化
に

よ

っ
て
田
植
え
期
間

が
短
く
な
り

、
農
休

み
は
な
く
な
り
ま
し

た
が

、
さ
な
ぶ
り
太

鼓
だ
け
は
子
供
会
に

よ

っ
て
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す

。

　

―
参
考
文
献
―

牛
尾
・
大
石
孝
著

「
続
・
村
か
ら
の
発
信

」

　　
全
国
的
に

、
田
植

え
始
め
を
サ
オ
リ

、

田
植
え
終
わ
り
を
サ

ナ
ブ
リ
あ
る
い
は
サ

ノ
ボ
リ
と
言
い

、
田

植
え
の
神
が
田
植
え

の
終
了
を
確
か
め
て

帰
り
上
る
日
と
い
う

意
味
が
あ
る
よ
う
で

す

。

　
早
苗
饗

（
さ
な
ぶ

り

）
は
俳
句
の
季
語

に
な

っ
て
い
ま
す

。

　
六
月
十
四
・
十
五

日
の
夕
方

、
牛
尾
子

供
会
の
子
供
た
ち
の

「
さ
な
ぶ
り
太
鼓

」

が
二
グ
ル
ー
プ
で

、

牛
尾
公
民
館
か
ら
出

発
し
ま
し
た

。

　
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
た
ち
に
見
守
ら

れ

、
子
供
同
士
で
交

代
し
な
が
ら

、
ト
ー

ン
　
ト
ー
ン
　
ト
ン

ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン

と
い
う
太
鼓
の
音
も

軽
や
か
に

、
約
1
時

間
牛
尾
地
区
を
巡
り

ま
し
た

。

　
昔
は

、
田
植
え
が

一
段
落
す
る
と

、
子

供
た
ち
が
太
鼓
を
打

ち
鳴
ら
し
て
村
中
を

歩
き

、
田
植
え
休
み

を
告
げ
ま
し
た

。
こ

れ
が

「
さ
な
ぶ
り
太

鼓

」
で
す

。

バザーの出店や、作品の出展・芸能ONステージへの
出演を希望される方は、ご準備をお願いします。
申込方法などは、追ってご案内いたします。

６月１４・１５日
牛尾子供会の皆さん

自
主
防
災
対
策

　
　
　
金
谷
地
区
自
治
会
長
連
合
会

　
五
月
十
二
日
に
中
国
四
川
省
大
地

震
が
発
生
し

、
災
害
の
大
き
さ
に
驚

き
と
恐
怖
を
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ

、

今
度
は
宮
城
・
岩
手
内
陸
地
震
が
六

月
十
四
日
に
発
生
し
ま
し
た

。
と
て

も
他
人
事
と
は
思
え
ま
せ
ん

。

　
東
海
沖
地
震
も

、
い
つ
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
久
し

く
月
日
が
流
れ
て
い
ま
す
が

、
私
達

一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
は
薄
れ
て

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か

。

　
防
災
訓
練
も

、
訓
練
の
為
の
訓
練

で
は
効
果
は
な
い
と
い
う
事
は
ど
な

た
も
判

っ
て
い
る
事
だ
と
思
い
ま

す

。
や
は
り
常
日
頃
の
防
災
意
識
が

重
要
と
な

っ
て
き
ま
す

。

　
又

、
災
害
発
生
時
の
各
自
治
体
及

び
町
内
会
等
の
防
災
組
織
の
運
営
方

法
は

、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
認
識
し

機
能
す
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
重
要
に
な

っ
て
く
る
と
考
え

ら
れ
ま
す

。

　
金
谷
地
区
自
治
会
長
会
で
は

、
島

田
市
市
民
安
全
課
か
ら
の
防
災
対
策

の
説
明
を
受
け
て

、

避
難
所
運
営
組
織
を

立
ち
上
げ

、
充
実
し

て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

。

避難地・避難所一覧表

避難所運営組織
　避難所運営組織は、自主防災会と市職員、
　施設管理者などで構成される。
　

　平常時は、組織づくり、避難所ルールの検討・
　学習会、訓練など。

　災害時は避難所開設の対応、避難生活を円滑
　に行う為の作業。

運営組織の内容
　運営組織は、本部と各班に分かれます。
　本部は、全体の総括、市災害対策本部との
　調整を行います。
　各班は、それぞれの業務を実施します。

　　　総務班・情報班・被災者管理班・食料物資班
　 　施設管理班・保健衛生班・ボランティア班　等

避難地と避難所の違い
●避難地とは
　大規模な地震等の災害が
　発生する前に、住宅の倒壊
　や家具の転倒などの人的被
　害を軽減するために避難す
　る場所。
●避難所とは
　大規模な地震等が発生し、
　住家に大きな損害が出て
　居住することが出来ない方
　が一次的に生活をする場所

支援体制
●避難所物資の充実
　　食料の備蓄
　　　（１日分の食料、飲料水）
　　資機材の備蓄
　　　　（毛布、トイレ等）
　　情報伝達
　　　　（無線機の配備）
●避難地派遣職員の派遣
　　災害対策本部との情報伝達
　　避難所運営の補佐

避　難　地 避　難　所 備　考

菊川 菊川の里会館
神谷城 神谷城西公民館
切山 （旧金谷中学校跡地）
猪土居
富士見町
金山町
新町
坂町
城山町
１区 南町
２区 田町
３区 本町
４区 緑町・大和町
５区 古横・都町・上十五軒
６区 下十五軒・横丁・清水

天王・二軒家自治会 天王・二軒家
中町
金谷扇町
宮崎町
栄町
代官町

泉町自治会 泉町
番生寺
志戸呂上
谷北地区

金谷東町自治会 金谷東町
志戸呂下
根岸町

北五和自治会 北五和 駿遠学園 北五和会館
横岡自治会 横岡
竹下自治会 竹下
牛尾自治会 牛尾
島自治会 島 夢づくり公園 夢づくり会館
大代自治会 大代 大代グラウンド 大代公民館

姫宮自治会

金谷元町自治会

金谷中央自治会

栄・代官自治会

志戸呂自治会

学園通り自治会

自　治　会　名

菊神農村公園

旧金谷中グラウンド お茶の郷

菊神自治会

牧の原自治会

金谷小学校 金谷小学校

金谷中学校 金谷中学校

金谷高等学校 金谷高等学校

五和小学校 五和小学校

郷土の
歴史講演会
郷土誌家・大石孝氏（牛尾）

７月２７日（日）１４時～１５時３０分
牛尾公民館

主催：エンジョイ牛尾

　今回「村の生い立ちと歩み―志
戸呂五個村と牛尾村」という郷土
誌を出版された大石先生にお話を
伺います。
　郷土史などに興味のある方は、
ぜひご参加ください。



(3) （2）

金
谷
・
こ
こ
ろ
の
風
景

各地区で行われる夏の行事を
　　　　　　　　　　　ご紹介します。

旧金谷交番の火の見櫓

8月10日（日）雨天の場合は８月12日（火）

　
都
市
計
画
な
ど
で
壊
さ
れ

無
く
な
っ
て
い
く
こ
の
時
代

に
身
を
置
く
こ
と
は
あ
た
か

も
一
つ
の
時
代
か
ら
一
つ
の

時
代
へ
移
る
、
大
き
な
歴
史

的
瞬
間
に
立
ち
会
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

、
そ

ん
な
建
造
物
や
次
世
代
へ
繋

い
で
い
き
た
い
金
谷
の
風
景

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す

。
情

報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。
牛尾

あ げ ん 台…8月15日
<東町＞　夕方より　大井川河川敷（鉄橋下）

<牛尾＞　盆踊り　PM　５：００～　緑地公園
　　　　　　 あげん台　PM　７：００頃～
　　　　　　　　寺田製作所東側　大井川河川敷
　　　　　　　かき氷等のバザーがあります。

「あげん台」とは・・・
　大井川で亡くなった人達の供養として、大
井川の河原で昔から行われてきた、盆送り
の伝統行事です。
　竹かご（あげ灯篭）をつけた丸太を立て、
あげ灯篭に火を灯すまで、下から何本もの
松明を投げ上げます。あげ灯篭に火がつく
と、20ｍ近い高さから炎が夜空を焦がし、
火の粉が飛び散り、勇壮な光景です。

７ 月 ５ 日 （土）「金谷幼稚園・夏祭り」
１７：００～１９：００　　金谷幼稚園

☆盆踊り　☆夜店　☆アトラクション等

７月１２日 （土）「五和幼稚園・夕涼み会」
１７：３０～１８：３０　　五和幼稚園

☆盆踊り　☆夜店　☆アトラクション等

「交流センターお別れパーティ
主催：ほんまち輪の会

１７：００～２０：００　　交流センター（本町）

☆バーベキュー　☆ほんわか劇団DVD上映等

７月１９・２０日（土日） 「八雲神社　祭礼」

７月２０日 （土）「ふれあい夏祭り」
主催：栄・代官自治会

１３：００～２１：００　　栄町通り

☆スタンプラリー（煙ハウス体験ほか）　☆夜店等

チラシ（７月15日過ぎに新聞折込）をご覧ください。

（土）

「番生寺ふれあい夏まつり」
主催；番生寺東西区

１８：００～１９：００

ふれあい広場（番生寺会館隣）

☆プロ歌手のステージ　☆夜店等

「泉町夏祭り」　
主催：泉町自治会・泉和会

１７：００～２１：００　泉児童公園

☆盆踊り　☆夜店　☆抽選会等

「神谷城保育園・夏祭り」
１７：３０～　　神谷城保育園

☆盆踊り　☆夜店等

８月２日

福
用

（
現
存

）

　
子
供
の
頃
は
、
気
に
な

っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
年

の
経
過
と
共
に
風
景
に
と

け
込
ん
で
い
る
、
あ
な
た

の
近
く
に
も
あ
る
遺
産
的

な
歴
史
的
建
造
物
を
振
り

返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
取
り
壊
さ
れ
て
も
気
づ

き
ま
せ
ん
が
、
心
の
中
に

し
っ
か
り
と
残
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
い
え
ば
、
確
か

あ
そ
こ
に
あ
っ
た
な
ぁ
。

　

た
と
え
ば
…

　
　
「
火
の
見
櫓
」

　

現
在
金
谷
に
残
っ
て
い

る
火
の
見
櫓
は
、
高
熊
・

福
用
・
横
岡
・
竹
下
・

島
・
番
生
寺
・
東
町
・
新

町
の
八
つ
で
す
。

　
宮
崎
町
旧
交
番
跡
地
の

櫓
は
十
八
年
度
、
大
代
は

十
九
年
度
に
県
道
拡
幅
工

事
の
た
め
消
防
小
屋
と
と

も
に
、
牛
尾
も
今
年
六
月

に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。


